
2024年9月26日(木） 
今日の経済市況 

米国株は３指数まちまちの状況。 

AI関連株のマイクロンテクノロジーが好決算を発表し引け後に10％上昇です。 

中国では先日様々な経済政策が発表されましたが、 
海外市場へのプラスの影響は今の所限られていますね。 

BTCは63,450ドル台で、過去１週間でみても底値が硬いです。 
少し下がると押し目が確実に入ってきています。 

しかしなかなか65,000ドルの壁を越えれません。 
越えればそこからは上に伸びると思いますが。 

アルトコインも総じて堅調です。 

MKRを1万ドル＊レバ2倍＝2万ドル分昨夜買えています。 

【 暗号通貨GOLDへの投資方法 】 

金の今後の継続的な上昇について昨日は書きました。 

©Copyright2021-2024 クリプトトレードアルファ.All Rights Reserved



PAXGはゴールドに裏付けられたトークンで、Paxos社(本社ニューヨーク)が提供しています。 

一定量のPAXGと金の延べ棒を交換できる仕組みとなっており 
金へ資産分散を行いたい方で、保管の問題を気にしている場合 
PAXGを買っておくことは効果的な方法と言えると思います。 

値動きは金と全く同じになります。 

https://coinmarketcap.com/currencies/pax-gold/ 

【 ジェットコースターのような香港株 】 

昨年の夏にショートを仕込み、今年の1月に利確をした香港指数 

これが今ジェットコースターのような値動きになっています。 

5月に19,600HKDの高値をつけた後、8月には16,400HKD台まで15％以上下落。 

そしてそこから反転し、中国が様々だしている政策の影響もあり株価は上昇。 

昨日はショートスクイーズでショートポジションの刈り取りもあり 
19,560UKD台まで上昇。１ヶ月ちょっとで20％近い上昇です。 
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しかし、高値をつけた後に2％以上下落するという非常にボラティリティの高い展開です。 

今回は流石に触るにさわれませんでした。 

中国の経済刺激策が本当に効くのか？といえば懐疑的です。 

不動産市況を本質的に立て直しが行えなければ、ずるずるとデフレ化が進むと考えます。 

今回出された政策も基本的には小手先のものが多いので、 
株式市場を本格回復させるには程遠いとみています。 

しかし個々の銘柄には当然強いものも出てきます。 

BYDは先日利確後、200HKDを割り込めば改めて買う予定でしたが 
その手前で反発し、上昇し、現在は251HKDです。 

中国経済が悪い中で、世界の市場で一人勝ちのような状況になっていますので。 

仕込めなかったのは悔しくもありますが、 
株というのはタイミングもありますし総勝ちはなかなかできるものではありませんので。 

【 米ホリデーシーズンのオンライン支出は8.4%増を予想 】 

米アドビは、米国では11月と12月、大幅な値引きとインフレ鈍化が寄与し 
消費者によるオンライン支出が2408億ドルに達する見通しを発表しました。 

昨年のホリデーシーズンとの比較で8.4％増と、2021年以来の大幅な伸びとなります。 

そして消費者は、買い物の際に広告が目に付くグーグルやアマゾンを避け 
ChatGPTなどのＡＩツールを活用し始めているとも、アドビは指摘しています。 

買い物客の５人に１人はＡＩを利用して最も安い商品を見つけているといいます。 

AIの活用がこのような場面で活かされているというのは正直意外でした。 

そして11月、12月のアメリカの小売が強いということは、アメリカ経済が好調ということで 
アメリカ株、日本株、暗号通貨市場にはプラスに働きますので、朗報です。 
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【 CTRツール 9月6日から上昇に変更 】 

CTRツールを上昇期に変更しました。 

https://ai-trust.info/ctr/ 

アルトコインが大きく下落していましたので 
そこからの反発の大きなものも目立ちします。 

BTC,ETHの上昇に比べて出遅れている銘柄も多く 
この辺りは今後狙い目になると思います。 

今日は山梨県の石和温泉にきており、この後は移動になるので 
夕方軽井沢に戻ってからじっくりとこの辺りも見ていきたいと思います。 

先ほどアップしましたが、アメリカの消費は年内は強そうですので 
米国株、暗号通貨ともとりあえず12月に日銀会合までは強いかと思います。 

出遅れアルトコインは魅力が高くなっていると考えられます。 

こちらはBTCの4時間足。 
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チャート的には今回の上昇期の地点から下値が切り上がってきているように見えます。  
横横もそろそろ終わりで この後動きそうです。 

【 GDP対負債比率 日本は世界ワースト2位   】 

GDPに対しての負債の比率は日本は世界ワースト2位です。 

ちなみに圧倒的なトップ1位はマカオです。 

ちなみに今は住んでいませんが、永住権を持っていますので、 
今年も20万円程度のボーナスが出ています。 
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そして世界ワースト1位は中東のレバノンです。 

レバノンは反イスラエル組織であるヒズボラが台頭し、政府が機能していません。 

そしてその状況の国であるからこそ、平気でイスラエルに国内、 
首都のベールートも含めて攻撃されています。 

今の日本の政治もとてもまともな状態にあるとは思えませんが、 
この状況がさらに悪化した場合、中国と台湾が戦争状況に陥れば、 
日本は巻き込まれることになり、そしてアメリカの矢面に立たされることになるように思います。 

そしてそうなればさらに国は劣化し、日本国債の格付けが下がれば、 
円からのキャピタルフライトは止まらなくなるでしょうね。 
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